
 

 

歴史的な見方･考え方を働かせて課題を追究できる生徒の育成 

― 歴史的事象を大きなまとまりとして捉えるための単元構想と 

｢キーワード｣に着目する学習指導の工夫を通して ― 

前橋市立箱田中学校 伊藤 直之 

Ⅰ 主題設定の理由 

 

 「平成 29 年告示 中学校学習指導要領」

（以下「次期指導要領」）で「教育活動を展

開する中で…(中略)…生徒に生きる力を育む

ことを目指す」とある。この「生きる力」を

育むために「主体的・対話的で深い学び」の

実現に向けた授業改善として、「各教科等の

特質に応じた物事を捉える視点や考え方（見

方・考え方）」を働かせる授業が求められて

いる。 

 これを踏まえ、「次期指導要領解説 社会

編」では「社会的な見方・考え方」について

「社会的事象等の意味や意義、特色や相互の

関連を考察したり、社会に見られる課題を把

握して、その解決に向けて構想したりする際

の『視点や方法（考え方）』である」とし、

「社会的な見方・考え方」を働かせるとは「『視

点や方法（考え方）』を用いて課題を追究し

たり解決したりする学び方を表す」と示され

ている。さらに、「主体的に社会の形成に参

画しようとする態度や、資料から読み取った

情報を基にして社会的事象の特色や意味など

について比較したり関連付けたり多面的・多

角的に考察したりして表現する力の育成が不

十分である」ことと「課題を追究したり解決

したりする活動を取り入れた授業が十分に行

われていない」ことを併せて改善していく必

要があると述べられている。すなわち、資料

から読み取った情報を基にして社会的事象の

特色や意味などについて比較、関連付けたり

する見方や考え方を育み、学びを実感できる

指導の工夫が求められている。 

 群馬県教育委員会から出されている「平成

30 年度群馬県学校教育の指針」の中の指導

の重点として、社会科では「資料から読み取

った様々な情報を整理し、比較・関連付ける」

などの「社会的な見方・考え方」を働かせて

社会的事象を捉えることを挙げている。 

 「平成 30年度まえばし学校教育充実指針」

では「『主体的・対話的で深い学び』の実現

に向けた授業の推進」が挙げられている。 

 「平成 30 年度前橋市各教科等指導の努力

点（社会科）」では、「社会的な見方や考え方

を育み、学びを実感できる指導の工夫」が挙

げられている。これらを受けて、比較・関連

付けるなど「社会的な見方・考え方」を働か

せた「主体的・対話的で深い学び」が求めら

れている。 

協力校の生徒の実態としては、社会的事象

本研究は、中学校社会科の歴史的分野の指導において、社会的事象の歴史的な見方・考え

方(以下「歴史的な見方・考え方」)を働かせて課題を追究できる生徒の育成を目指すもので

ある。そのために、中学校第 1学年で以下のような実践を行い、歴史的事象を大きなまとま

りとして捉えるための単元構想と「キーワード」に着目する学習指導を工夫した実践を繰り

返し行い、結果を検証した。 

① 歴史的事象を大きなまとまりとして捉えるための単元構想として、複数の歴史的事象を

一つのまとまりとして大きく捉えるために「単元の課題」を設定した。次に「単元の課

題」とのつながりを意識しながら考えることができる「単位時間の課題」を設定し、

「歴史的な見方・考え方」を意図的に位置付けた単元計画を作成した。 

② 歴史的事象の共通の側面を捉える「キーワード」に着目する学習指導の工夫として、発

問や資料の提示を工夫したり、生徒間の交流を基に「キーワード」を活用したりして

「単位時間の課題」について考察し、課題追究を行った。 



 

 

を単独の知識として覚えなくてはいけないと

考えがちで、それぞれの事象を覚える一問一

答になってしまい、社会科の学習に対して関

心が低くなっている。また、特に歴史的事象

同士のつながりを考えるのが苦手な傾向が見

られ、生徒にとっては社会的事象を大きなま

とまりとして捉えることは難しい。そこで、

生徒の関心を高め学習内容を定着させるとと

もに、「歴史的な見方・考え方」を働かせて

課題を追究できる生徒を育成したいと考え、

本研究主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究のねらい 

 

「歴史的な見方・考え方」を働かせて、課

題を追究できる生徒を育成するために、歴史

的事象を大きなまとまりとして捉えることが

できる単元構想と「キーワード」に着目する

学習指導の工夫を行うことが有効であること

を実践を通して明らかにする。 

 

Ⅲ 研究の見通し 

 

中学校社会科歴史的分野の指導において、

以下の２つの手立てを講じることで、「キー

ワード」に着目して考察し、「歴史的な見方・

考え方」を働かせて課題を追究できる生徒を

育成できるであろう。 

 

１ 複数の歴史的事象を大きなまとまりとし

て捉えるための単元構想 

「単位時間の課題」について「単元の課題」

とのつながりを意識しながら解決を図る単元

を構想し、複数の歴史的事象を大きなまとま

りとして捉えるための単元計画を作成すると

ともに学習指導の見通しをもつ。 

２ 「キーワード」に着目して考察する学習

指導の工夫 

歴史的事象を大きなまとまりとして捉え、

「キーワード」に着目して考察する学習指導

を工夫する。 

 

Ⅳ 研究の内容 

 

１ 基本的な考え方 

(1) 歴史的な見方・考え方を働かせ課題を追

究できる生徒 

様々な歴史的事象から、「歴史的な見方・

考え方」を働かせ課題を追究する生徒の姿と

して、複数の歴史的事象を大きなまとまりと

して捉え、時代の転換の様子を捉えたり時代

の特色を把握して、自分なりの考えをもった

り、判断をし、自分の言葉で表現できる姿と

捉える。 

(2) 複数の歴史的事象を大きなまとまりとし

て捉えるための単元構想 

① 複数の歴史的事象を大きなまとまりとし

て捉える 

「次期指導要領解説 社会編」では、歴史

的分野の目標として「社会的事象の歴史的な

見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解

決したりする活動を通して…」と示されてい

る。さらに「歴史的な見方・考え方」を働か

せることについて、「時代の転換の様子や各

時代の特色を考察したり、歴史にみられる諸

課題について複数の立場や意見を踏まえて選

択・判断したりする」ことと示されている。

この時代の転換の様子や特色を捉えるために

は、個々の歴史的事象のみにとらわれること

なく、複数の歴史的事象を一つの大きなまと

まりとして捉えることが必要となる。 

歴史的事象同士のつながりを考察すること

が苦手であるという実態を踏まえ、複数の歴

史的事象を大きなまとまりとして捉え、特色

などを考察し掴むための授業改善が必要であ

る。そこで、複数の歴史的事象を大きなまと

まりとして事象間のつながりを捉え、「次期

指導要領」で求められている「時代の転換の

様子や各時代の特色等を考察」する姿に迫る

という視点から単元を構想する。 



 

 

② 「歴史的な見方・考え方」と「多様な視

点」や「追究の方法」の関係 

「次期指導要領解説 社会編」には、「社

会的事象の歴史的な見方・考え方」について、

「考察・構想する際の『視点や方法（考え方）』

として整理」さ

れている。この

「視点や方法

（考え方）」につ

いて、大きく４

つに分けた視点

が例示されてい

る。本研究では

これらの関係を

図に示すように

捉える（図１）。 

③ ｢単元の課題｣と｢単位時間の課題｣の関

係 

「単元の課題」の解決に迫るためには、単

位時間で取り組む「単位時間の課題」の解決

の積み重ねが必要となる。また、この「単位

時間の課題」は生徒が「歴史的な見方・考え

方」を働かせて考察するために、より生徒が

関心をもち「なぜだろう」「考えてみたい」

「追究してみたい」と思うような課題とする。

そのために、既習事項を取り上げる資料や生

徒がすでに獲得している知識に関わる生徒の

思考の流れに沿った資料を提示し、そこから

生徒に疑問をもたせ、課題解決につなげる。

また、「単元の課題」を念頭に置き「単位時

間の課題」を考察することで、「単元の課題」

を考察する際に必要となる手がかりを見付け

ることにつながる。この「単元の課題」と「単

位時間の課題」の関係を図２に示す。 

④ 「単元の課題」の設定 

複数の歴史的事象を大きなまとまりとして

捉えるために、時代の特色を大きく捉え、政

治の展開、産業の発達、社会の様子、文化の

特色などを他の時代との共通点や相違点に着

目し、学習内容を比較したり関連付けたりす

るなどして学習を振り返ることができるよう、

「単元の課題」を設定する。 

課題の設定に当たり、まず「次期指導要領」

を基に学習内容を確認し、学習内容のねらい

に迫るために、単元を通してどのようなこと

を考えさせるのかということを確認する。 

次に生徒が単元の学習内容に迫り、学習を

振り返ることができるよう、「単元の課題」

を設定する。 

⑤ 「単位時間の課題」設定の考え方 

教師が「単位時間の課題」を設定する際に

は、「次期指導要領」から学習内容を把握す

る（図３①）必要がある。 

次に、学習内容にたどり着くための歴史的

事象の共通の側面を設定する（図３②）。こ

の共通の側面を本研究では「キーワード」と

呼ぶ。単位時間に取り上げる「キーワード」

は複数であることが望ましい。 

続いて、「歴史的な見方・考え方」を働か

 

図１ ｢歴史的な見方･考え方｣と

｢多様な視点｣｢追究の方法｣ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２「単元の課題」と「単位時間の課題」の関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３ 教師の「単位時間の課題」設定の手順（「武家政治の

成立とユーラシアの交流」 第３時）  P.74 参照 



 

 

せて複数の「キーワード」を結び付けた時に、

学習内容である社会の動きや特色にたどり着

くことができるよう検討する。うまくたどり

着けない場合は「キーワード」を再考する。

この際、「歴史的な見方・考え方」は光を焦

点化するレンズのような役割を果たす（図３

③）。 

 そして、「キーワード」を導き出すことの

できる資料を準備する。その際、「キーワー

ド」を導き出すために歴史的事象のどの側面

を取り上げるのかを照らす電灯のようなもの

が、「次期指導要領」で示されている「時系

列に関わる視点」「推移に関わる視点」「比較

に関わる視点」「つながりに関わる視点」な

どの「多様な視点」であると考える（図３④）。 

 最後に、「キーワード」同士を「歴史的な

見方・考え方」を用いて結び付けることので

きる課題を設定する（図３⑤）。 

本研究では、前述のような「単位時間の課

題」を設定するための手順を次の５段階とし

て示す（表１）。 

表１ 「単位時間の課題」を設定するための手順 

⑥ 「単元の課題」につながる生徒の思考の

流れと指導・支援の関係 

生徒が「単元の課題」の解決に取り組む際

には、様々な歴史的事象から「単位時間の課

題」を考察する中で「単元の課題」につなが

る手がかりを見つけ出す。その生徒の思考の

流れと「歴史的な見方・考え方」や「多様な

視点」を働かせるための教師の指導・支援の

タイミングの関係の例を以下に示す（図４）。 

例えば、中世の鎌倉時代の学習において、

「保元の乱・平治の乱」「平氏の知行国」「日

宋貿易」などの歴史的事象（図４①）を「推

移」や「比較」の視点（図４Ａ）で照らして

「経済力の強化」という共通の側面（「キー

ワード」）を導き出す。この「経済力の強化」

という「キーワード」と、同様に導き出した

「外戚」や「アジアとの交流」という「キー

ワード」（図４②）を、「類似や差異」「事象同

士を関連付け」といった「歴史的な見方・考

え方」（図４Ｂ）を働かせて「平氏の政治は

どのように栄えたのだろう」という課題（図

４③）の考察につなげる。また、単位時間あ

たりに活用する視点は次期指導要領で示され

ている４つの「多様な視点」のうち、生徒の

思考が課題に焦点化できるようなものに絞る。

各単位時間で考察したものを基に、「事象同

士を関連付け」る「歴史的な見方・考え方」

を働かせ（図４Ｃ）ることにより「単元の課

題」の解決を行う（図４④）。つまり、生徒の

思考は図４の下から上に向かって流れる。一

方、教師が単元を構想する際には、「単元の

課題」を設定し、「『単位時間の課題』設定の

考え方」に従い、キーワードを設定したり資

料を準備する。このように、教師は図４の上

から下に向かって単元を構想していく。 

(3) 「キーワード」に着目して考察するため

の学習指導の工夫 

① 課題を解決するプロセスとワークシート

手順 「単位時間の課題」設定のための内容 

① 「次期指導要領解説」から学習内容を把握する。 

② 学習内容につながる、歴史的事象の共通の側面(「キ

ーワード」）を設定する。 

③ 「歴史的な見方・考え方」を働かせて複数の「キー

ワード」を結び付けた時に、学習内容にたどり着く

ことができるか検討する。必要に応じて「キーワー

ド」を再考する。 

④ 「キーワード」を導き出すために生徒が活用できる

資料を準備する。必要に応じて②や③に戻って再考

する。 

⑤ ②を基に考察することができ、生徒が課題解決への

意欲をもって取り組める課題を設定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図４ 「単元の課題」解決に向かう生徒の思考の流れと

教師の指導・支援のタイミング   P.74 参照 



 

 

の工夫 

生徒にとって、様々な歴史的事象の中から、

課題の解決につながるものを自ら探し出し考

察することは難しい。本研究における課題解

決において、生徒が「多様な視点」に着目し

て考察するために基本的な課題を解決するプ

ロセスを身に付け、その中で課題解決を繰り

返すことが必要だと考える。そこで本研究で

は、「つかむ・追究する・まとめる」という３

つの段階のうち、「追究する」段階をさらに

３分割し、「キーワード」を発見する段階、

個人で考察する段階、意見交流の段階に分け、

生徒が課題を解決するプロセスとして５つの

段階にとして捉える（表２）。 

表２ 課題を解決するプロセス 

学習 

過程 
段階 学習内容 

つ 

か 

む 

第一 

段階 

 

課題の把握 

既習事項等の資料を基に「単位時間の課題」

を把握する。 

 

追 

究 

す 

る 

第二 

段階 

 

「キーワード」の発見 

「多様な視点」を活用して資料から「キーワ

ード」を見出す。この考察を繰り返すこと

で、「単位時間の課題」の考察に必要な複数

の「キーワード」を導き出す。 

第三 

段階 

 

個人の考察 

「キーワード」同士を「歴史的な見方・考え

方」を用いて結び付け、課題について考察す

る。その際に、根拠を明確にすることで、歴

史的事象を基にした考察とする。 

第四 

段階 

 

意見交流 

個人で考察したものを生徒同士で交流する。

個での考察から集団での考察を行うことで、

自分の考えを明確にしたり、交流の中で考

察を深めたりする。 

ま 

と 

め 

る 

第五 

段階 

 

考察の深化 

交流の中で新たに気付いたことを取り込み、

再度考察する。交流を踏まえて個人で考察

する時間を設定することで、考えを深める。 

これらのプロセスに沿ったワークシートを

作成し活用することで、生徒は自分の思考の

プロセスを視覚的に捉えることができ、課題

解決につなげていくことができると考えられ

る（図５）。各段階の時間は学習の進捗状況

によって時間配分等で軽重をつける。 

この課題を解決するプロセスに沿って考察

を進めるに当たり、「キーワード」を導き出

して活用することで、生徒は「歴史的な見方・

考え方」を働かせて課題を追究できるように

なると考える。 

② 「キーワード」を導き出すための指導の

工夫 

生徒は「キーワード」を見付けるために「多

様な視点」を働かせている。そこで、「次期

指導要領解説」で「多

様な視点」を整理し

示している４つ（時系

列に関わる視点、推

移に関わる視点、比

較に関わる視点、つ

ながりに関わる視点）

をあらかじめ説明し

黒板に掲示しておく（図６）。 

ここに、代表的な発問の例を入れておき、

「キーワード」を発見する際などに活用し、

生徒に意識させる。 

また、単元で取り上げる様々な歴史的事象

の中から、「キーワード」につながりやすい

資料を精選して提示する。資料から「多様な

視点」を活用し「キーワード」を導き出す際、

資料の注目すべき点を段階的に示し、生徒の

 

図５ ワークシートの例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図６ 「多様な視点」の掲示 



 

 

意識を焦点化させる（表３）。 

表３ 資料提示のステップ 

ステップ 指 示 

ステップ１ 注目するポイントを指示せず、どの資料

を見るのかだけを問う。 

ステップ２ 資料の中のどこに注目するかについて言

葉で示し、気付かせる。 

ステップ３ 説明しながら、注目するポイントを資料

上で示し、確認させる。 

さらに、教師が学習活動の中で「順序を意

識して考えましょう」「比較して考えましょ

う」「関連付けして考えましょう」と指示し

ても、具体的に「何と何を」ということを把

握できない生徒もいる。そのような生徒が「歴

史的な見方・考え方」を働かせて考察できる

ようにするためには、「何と何を」という具

体的な歴史的事象に気付かせる必要がある。

そこで、表３の工夫に加え、｢歴史的な見方・

考え方｣を働かせるための発問例を整理して

おき、「いつ」「どのように」「～と比べて」

「なぜ」といった「歴史的な見方・考え方」

に沿った発問を行い、考えを焦点化させる（表

４）。 

表４ 「歴史的な見方・考え方」を働かせるための発問例 

２ 研究構想図 

 

Ⅴ 実践の概要 

 

１ 実践計画 

研究の対象を協力校の１学年の４学級とし、

「次期指導要領」の大項目Ｂ中項目(2)「中

世の日本」の内容ア(ｱ)「武家政治の成立と

ユーラシアの交流」において実践した。 

 
２ 検証計画 

手立て 検証の観点 検証方法 

複数の歴史

的事象を大

きなまとま

りとして捉

えるための

単元構想 

時代の転換の様子や各時代の特色等を

考察し、大きなまとまりとしてつながり

を捉えるために、「単元の課題」と「単位

時間の課題」を関連させ、働かせる「歴

史的な見方・考え方」を位置付けた単元

計画を作成したことは見通しをもった指

導を行うことに有効であったか。 

ワークシ

ート 

観察 

「キーワー

ド」に着目

して考察す

る学習指導

の工夫 

本研究における課題追究のプロセスにお

いて、「多様な視点」を活用して「キーワ

ード」に気付き考察するために、資料、

発問の工夫を行ったことは有効であった

か。 

ワークシ

ート 

観察 

アンケー

ト 

３ 実践 

(1) 複数の歴史的事象を大きなまとまりとし

て捉えるための単元構想 

ア 実践の概要 

 「次期指導要領」では、単元の学習内容に

ついて複数の歴史的事象を捉えて達成すべき

学習内容が示されている（表５）。 

表５ 次期指導要領 社会〔歴史的分野〕 

 教師はこの学習内容を達成するため、生徒

ともに設定する「単元の課題」を検討する。

その後、「単元の課題」の解決につながる手

がかりを見付けることができるような「単位

時間の課題」を検討する。なお、本実践に当

たり、歴史的分野の学習内容と学習の過程に

ついて、「次期指導要領解説 社会編」P.89

1年1組 1年2組 1年3組 1年4組

10月11日 木 第1時 第1時 第1時 第1時
10月12日 金 第2時
10月15日 月 第2時
10月16日 火 第2時 第3時 第3時 第2時
10月18日 木 第4時
10月19日 金 第5時 第3時
10月22日 月 第4時

10月23日 火 第3時 第6時 第5時
第4時
第5時

10月25日 木 第4時 第6時
10月26日 金 第5時 第6時
10月29日 月 第6時

 鎌倉幕府の成立、元寇（モンゴル帝国の襲来）などを

基に、武士が台頭して主従の結び付きや武力を背景とし
た武家政権が成立し、その支配が広まったこと、元寇が
ユーラシアの変化の中で起こったことを理解すること。 



 

 

の「歴史的分野の学習内容と学習の過程の構

造化図」を参考に、本単元に合わせて図７を

作成した。（詳細は P.75 参照） 

① 「単元の課題」設定 

複数の歴史的事象を大きなまとまりとして

捉えるために、図７から単元で扱う学習内容

を確認した。本実践では、武家政権が成立し

たこと、その支配が広まったことを理解する

ために、「平安時代の貴族による政治から武

士による政治へと転換したこと」と「武士に

よる支配の拡大」を「武士による国づくり」

として捉え学習内容とした。どの時代にも共

通する国づくりに必要な要素として、「しく

み」をつくることや「決まり」をつくること

を把握させることで、今後の歴史的分野の学

習において、政権が確立していく様子を掴む

ための視点をもつことができると考えた。こ

の学習内容を掴むことのできる課題を生徒と

ともに設定する。なお、元寇については「単

元の課題」と関連をもたせながら、「単位時

間の課題」で取り上げることとした。 

また、「誰の」や「どのような」という問い

で、歴史的事象に目を向け、様々な歴史的事

象の中から根拠となるものを選び出す視点を

もつことができると考えた。そこで、検討段

階の課題として「誰のどのような政策が武士

による支配への転換と武家政権の拡大に貢献

しているのか」を考える課題を設定した。 

② 「単位時間の課題」設定 

「単位時間の課題」の設定にあたり、P.60

の図３の「設定の手順」を活用する。 

最初に、「次期指導要領解説 社会編（内

容）」から、本単元で取り上げる学習内容を

抽出し、単位時間の内容を設定する（表６）。 

表６ 次期指導要領解説 社会編 

本単元では、鎌倉幕府の成立について「武

士の登場」「平氏政権」「鎌倉幕府の成立」を、

元寇について「元寇から幕府滅亡」を取り上

げる。これを基に、「歴史的な見方・考え方」

を働かせることができるように「なぜ」「ど

のように」という因果関係や推移の様子を掴

むことのできる課題を検討する。なお、「単

元の課題」と「単位時間の課題」の関係を確

認するために P.61 の図４を活用する。 

イ 結果と考察 

本実践では、図７の(2)「中世の日本」のア

(ｱ)「武家政治の成立とユーラシアの交流」

を単元として取り上げた。 

「単元の課題」は、「次期指導要領」で示

された「事項のねらい」である図７中の「☆

武士が台頭して主従の結びつきや武力を背景

とした武家政権が成立し、その支配が広まっ

たこと」を理解することができる課題を検討

した。その際、「次期指導要領」で着目する

事項として示されている図７中の視点「武士

の政治への進出と展開」を生かした課題とな

るように検討した。 

「単位時間の課題」は、「次期指導要領」

で示されている「歴史に関わる事象」である

図７中の「鎌倉幕府の成立」「元寇」から検

討した。「鎌倉幕府の成立」については、「単

元の課題」設定の際に確認した「事項のねら

鎌倉幕府の成立については、武士が台頭して、武家政
権が成立し、その支配が広まる…扱うようにする。 
元寇（モンゴル帝国の襲来）については、元寇が国内

に及ぼした影響などに気付かせる…。 

 

図７ 本実践での歴史的分野の学習内容と学習の過程の

構造化図 



 

 

い」で示されている「武士が台頭」「武家政

権が成立」「支配が広まった」を単位時間の

学習内容と捉え、P.60 の図３を活用して、課

題を検討した。 

その後、図７及び前述の考え方に基づき、

「単元の課題」と「単位時間の課題」を以下

のように設定した（図８）。 

さらに、「単位時間の課題」設定の際に検

討した「キーワード」やその発見のために用

いる「多様な視点」「歴史的な見方・考え方」

を位置付けた単元計画（表７）を作成するこ

とができた。 

表７ 単元計画の概略 （詳細は P.76 参照） 

このような「歴史的な見方・考え方」を働か

せる場面を意図的に位置付けた単元計画を作

成したことにより、見通しをもち指導に取り

組むことができたと考える。 

(2) 「キーワード」に着目して考察するため

の学習指導の工夫 

ア 実践の概要 

生徒が「単元の課題」や「単位時間の課題」

に取り組む際、考察を進めるために「キーワ

ード」を活用する。そのために、本研究では

課題を解決する５つのプロセスの各段階で指

導の工夫を行い、課題解決の経験を積み重ね

ることで、視点や追究の方法を身に付け、「歴

史的な見方・考え方」を働かせて課題を解決

することができるようになると考えた。 

【課題を解決するプロセスの第一段階】 

「単位時間の課題」の把握に向けて、生徒

が学習課題に意欲的に取り組めるように、資

料の精選と提示の工夫を行った。資料は生徒

の経験に基づく資料や、既得の知識を活用で

きる資料を準備した。その資料を、驚きや新

たな発見につながるように提示の順番や見せ

方を工夫した。 

【課題を解決するプロセスの第二段階】 

生徒の思考の流れに沿った資料に出合わせ

たり、予想と違う様子を示す資料に出合わせ

るなど資料の精選を行った。そして P.63 の

表３を活用して資料のどこに注目するのか焦

点化を行ったり、P.62 の図６や P.63 の表４

を活用して視点を意識して考察させるよう発

問を工夫することで、「キーワード」の発見

に向けて思考を焦点化させた。 

【課題を解決するプロセスの第三段階】 

「キーワード」を基に「単位時間の課題」

の解決に取り組んだ。第二段階で発見した複

数の「キーワード」を因果関係などで関連付

けることで課題に対する考察を行った。考察

を行う際に「キーワード」を用いる順番や「キ

ーワード」同士の関係を問いかけるなどの支

援を行い、「キーワード」に着目して考察で

 

図８ 「単元の課題」と「単位時間の課題」 



 

 

きるよう指導を工夫した。 

【課題を解決するプロセスの第四段階】 

交流を通して自分の考えを深めた。同じグ

ループのメンバーや他のグループの考えから、

自分と同じものを見付けたり、自分にはなか

ったものを見付けたりした。その際に、「自

分の考察の中に取り入れたい言葉を見付ける」

視点をもって取り組むことで、考察が深めら

れるように働きかけを行った。 

【課題を解決するプロセスの第五段階】 

交流の結果を取り入れながら「キーワード」

を中心に考えを深める事ができるよう、全体

に問いかけるとともに個別に支援を行った。

第四段階の交流の結果を取り入れたり、吟味

することで考察を深め、自分の言葉で表現で

きるよう支援を行った。 

以上のような指導の工夫を繰り返し行うこ

とで、「歴史的な見方・考え方」を働かせて

課題を解決できるようになると考え実践に取

り組んだ。 

実践については、第２時、第３時、第５時

を中心に結果と考察を述べる。 

イ 結果と考察 

〇 第一段階 

小学校社会科の学習で取り上げられた人物

（平清盛、源頼朝、源義経、北条時宗）の彫

像や肖像画を提示した。教師が「この人は誰

でしょう」と問いかけることで、生徒は資料

に集中し、自分の知識を総動員して掲示され

た人物が誰か推理した。資料に集中する様子

が見られ、関心を高めていたと考えられる。 

〇 第二段階 

武士の登場を把握するため「地方豪族の屋

敷を守る武士」が描かれた資料を提示した。 

資料提示のステップ１では注目すべきポイ

ントは指示せず、教師は「この資料を見てく

ださい。資料集の P.66 にも同じものが載っ

ています。この資料からどのようなことが分

かりますか？」と、どの資料を見るのかだけ

を問い、分かることを挙げさせた。これに対

して生徒は資料を見るだけで反応はほとんど

見られなかった。 

続いて資料提示のステップ２では教師が言

葉で注目すべきポイントを指示した（表８）。 

表８ 資料の注目するポイントの段階的な指示 

その結果、「武士が守っている」という発

言や、「馬がいる」「荷物をもって左側の方へ

行こうとしている」「左側のところに、何か

掘ってあるようなものがある」と多様な気付

きがみられた。この指示では、生徒の注意が

資料全体に広がって焦点化されていないため、

生徒は気が付いた様々な事柄を全て発表して

いたと考えられる。 

次にステップ３では、ステップ２と同様に

教師が言葉で指示し（表９）、加えて大型テ 

レビで提示している資料の注目すべきポイン

トを画面上に指示した（図９）。 

表９ 資料の注目するポイントの段階的な指示 

その結果、生

徒は最初の「武

士が守ってい

る」からより具

体的に、敵が来

るのを防ぐための「見張り」と説明すること

ができるようになった。段階的に注目すべき

ポイントを示すことで、生徒の意識を焦点化

させることができ、武士の登場につながる必

要な情報を読み取ることにつながったと考え

られる。 

また、この時間は武士が登場したきっかけ

となった律令制の乱れについて、土地のもつ

役割に注目して考察した。この考察に当たり、

第２時 武士の成長 

【課題】「武士が登場し力をもつようにな

ったのはなぜだろう」 

 
図９ 注目するポイントの指示 

Ｔ：描かれているものや人やモノに注目すると、何か分か

ることが出てきますね。 

Ｔ：みなさんが答えてくれたところに気付くのかなと思い

ます。注目してほしいところはというと、やはりこの辺

ですね。最初に言ってくれましたけれども、武器を持っ

て塀の外に座っています。何をしているのでしょう？ 



 

 

P.63の表３を活用して発問を行うことで、生

徒が視点を意識しながら「キーワード」を導

き出す活動に取り組んだ（表 10）。 

表 10 発問例を活用した発問の工夫 

 その結果、生徒は掲示してある図６を活用

し、「推移」と答えることができた。「多様な

視点」に代表的な発問例を入れて掲示してい

たことで、生徒は活用すべき視点を答えるこ

とができた。その後、生徒Ａは資料を基に「税

収が多い」という「キーワード」を考えてい

た（図 10）。多くの生徒が、土地をたくさん

持っている方が収入が増えると気付き、「土

地は収入源」という「キーワード」を考え発

表した。土地のもつ役割がどのように変わっ

たのかという視点をもてたことが、「キーワ

ード」の発見に有効であったと考えられる。 

〇 第三段階 

「キーワード」をつ

なぎ合わせることに気

付かせるために、考察

の前に簡単に説明を

加えた（表 11）。 

表 11 「単位時間の課題」を考察する際の指示 

その後の考察で、生徒Ａは自分で考えた「税

収が多い」「武士の勢力拡大」という「キー

ワード」を基に「貴族などの位の高い人たち

に認められるようになったから」と記述して

いる（図 12）。この時点では考察の中に「キ

ーワード」が入ることはなく、また一つの「キ

ーワード」しか活用できていない。生徒Ａと

同様に一つの「キーワード」しか活用できな

い生徒が多い中、「土地をたくさん手に入れ

て財産を増やし、貴族の警護により地位を上

げたから」といった二つの「キーワード」を

生かして考察している生徒も見られた。 

〇 第四段階 

小グループでの交流でグループとしての考

えをまとめ、それを発表することで学級全体

での交流を行った。各小グループの発表が終

了した後に、自分が気付かなかった考察につ

いて共有するための発問を行った（表 12）。 

表 12 小グループの発表をまとめるときの発問 

この結果、生徒からは「鎮圧」や「台頭」

という発言があった。また、生徒から挙げら

れなかったが「認められ」や「必要とされ」

といった言葉を使ってもよいまとめになりそ

うだと補足を行った。これを受けて生徒Ａは

「鎮圧」「台頭」といった言葉を自分の考え

の中に取り入れようとメモしている記述が見

られた（図 13）。 

〇 第五段階 

生徒Ａは「武士が合戦を鎮圧したことによ

り、武士が台頭し、貴族や土地を守ったこと

から認められるようになったから」と記述し

ている。交流を踏まえて再度考察を行った結

果、第三段階では活用できていなかった複数

の「キーワード」を用い、交流による気付き

を取り入れている。資料を基に考えた「キー

ワード」が課題の解決に有効に働いており、

個人の考えが深まったといえる。 

Ｔ：この、土地のもつ役割というのは、どのように変わ

ったのでしょうか。土地のもつ役割はどう変わっただ

ろうということですから、どの視点を使いますか。 

 

図 10 生徒Ａの記述（第２時、第二段階） 

Ｔ：武士が登場し力をもつようになったのはなぜだろう。

さぁ、考えてみましょう。「キーワード」を上手につな

げて考えると文章にならないでしょうか？ 

Ｔ：発表を聞いてこの言葉をつかうとより説明が分かりや

すくなったり、具体的になったりしていいなというも

の、他の班のものでもいいのですが、思いつくものはあ

りますか？ 

 
図 12 生徒Ａの記述（第２時・第三段階） 

 
 
 
 
 

 
図 13 生徒Ａの記述（第２時、第四段階） 

 
 
 
 
 

 
図 11 考察の様子 



 

 

〇 第一段階 

「平氏にあらずんば人にあらず」という平

家物語の一節から平氏の繁栄の様子を知る。

その後、平氏に関連した年表を示すと、平氏

繁栄の理由を探そうと多くの生徒が身を乗り

出すようにして資料を見る様子が見られた。

資料に集中する

様子から歴史の

学習に関心を高

めていたと考えら

れる（図 14）。 

〇 第二段階 

この時間は平氏が力をもち政権を手にして

いく様子を捉えるため、知行国の増加や日明

貿易によって「経済力が強化」されたこと、

婚姻によって天皇の「外戚として権力」をも

ったことに気付かせる。この「外戚として権 

力」をもったことを掴ませるために、藤原氏

と平氏の家系図を提示した。そこで、天皇家

との関係について視点を当てて考察するため

に P.63 の表４を活用した発問を行った（表

13）。 

表 13 視点の活用を意識づける発問や働きかけ 

この考察の結果、生徒は「天皇との婚姻」や

「天皇の外戚」「天皇の外祖父」といった「キ

ーワード」を考えることができた。生徒Ｂも

「天皇の后に」と記述している（図 15）。「平

安時代」との比較ではなく、「摂関政治」と

具体的に比較の対象を絞ったため、生徒にと

って読み取るべき部分が焦点化でき、平氏政

権が摂関政治と同じ貴族政治の枠組みを利

用した政治であることに気付くことができた

と考えられる。 

これらの様子から、資料の提示や発問を工

夫することで、「キーワード」の発見に向け

て生徒の思考を焦点化することができ、歴史

的事象の共通の側面に気付くことができたと

考えられる。 

〇 第三段階 

第２時と同様に「キーワード」をつなぎ合

わせて考えさせることで、個人の考察を行わ

せた。生徒Ｂは「領地の拡大」と「天皇の后

に」という「キーワード」を自分で考え、「経

済力が強化」「外戚として権力」という教師

が導いた「キーワード」とともに、活用を検

討していた。そして「平氏の政治はどのよう

に栄えたのだろう」という「単位時間の課題」

に対し、「戦いに勝ち、経済力が強化され、

外戚として権力をもった」と記述していた（図

16）。 

第２時の経験を基に、複数の「キーワード」

を因果関係などで関連付けて説明することで、

「単位時間の課題」解決に迫ることができた

と考えられる。 

〇 第四段階 

第２時と同様に交流の後に P.67の表 12の

ような発問を行った。その結果、「平氏の政

治はどのように栄えたのだろう」という課題

に対して生徒Ｂは小グループや学級全体での

交流の中で、領地の拡大や貿易によって平氏

の経済力が強くなったことについて記述して

 

図 14 資料を見る生徒の様子 

Ｔ：それでは、この支配のしくみを摂関政治と比べてみま

しょう。…（中略）…、時系列、比較、推移、つなが

り。どれを使う？ 

Ｓ：比較。 

Ｔ：比較ですね。比べてみてください。 

Ｔ：平氏だったら平清盛を中心に考えたいですね。藤原氏

だったら、一番栄えたのは誰の時だったかな。 

Ｓ：道長。 

Ｔ：そう。道長あたりを中心に比べてみると、気が付くこ

とがあるかもしれませんね。ここは同じ。これは違う。

もしかしたら、どっちか一方しか使わないかもしれな

いですね。 

 
図 15 生徒Ｂの記述（第３時、第二段階） 

 

図 16 生徒Ｂの記述（第３時・第三段階） 

第３時 武士の政権の成立 

【課題】「平氏の政治はどのように栄えた

のだろう」 



 

 

いた（図 17）。戦いに勝つだけではなく、領

地が増えることで経済力を強め、勢力を拡大

していく様子を交流の中から掴むことができ

た。さらに、経済力が強くなった別の要因で

ある貿易も関連させて記述しており、複数の

歴史的事象を共通の側面から捉えているとい

える。また、教師から貴族による国づくりと

比較するよう働きかけを行ったことで「摂関

政治」や「藤原氏」といった言葉を入れるこ

との有効性に気付くことができた。 

〇 第五段階 

第２時と同様に交流の結果を踏まえて個人

で再度考察する時間をとった。生徒Ｂは「戦

いで勝利し経済力を高め、藤原氏と同じ天皇

の外戚となった」といった記述していた（図

18）。第三段階での考察に第四段階の交流で

気付いたことを加えており、考察に深まりが

出たといえる。 

〇 第一段階 

生徒にとって身近な上毛かるたから新田義

貞を取り上げ、さらに小学校の修学旅行の事

前学習で扱われた文部省唱歌「鎌倉」の歌詞

から鎌倉幕府滅亡につなげた。生品神社の新

田義貞像を提示した際は、生徒にとって身近

なものではないため、誰の像か気付くことが

できなかった。しかし、教師が「群馬県にあ

る」などのヒントを出すと、気付く生徒が出

てきた。その後上毛かるたの絵札を提示し、

刀を両手で捧げ持つ様子に注目させると、生

徒から「海に投げる」という言葉が出てきた。

小学校の修学旅行の際に学習した内容を思い

出し、提示されている資料と結び付けた結果

の反応だと考えられる。その後、文部省唱歌

「鎌倉」の歌詞を提示すると、生徒からは「あ

あ、やった、やった。」というような声があが

った。小学校での経験と学習内容を結び付け

て捉える様子が見られたと考えられる。 

〇 第二段階 

倒幕の動きを掴むために元寇の資料から、

「御家人の窮乏」について掴ませたり、北条

氏の知行国の分布から「北条氏への不満」な

どを掴ませたりする場面である。 

「蒙古襲来絵詞」を提示すると、生徒は小

学校での学習を振り返り元寇と答えることが

できた。そこで、資料提示のステップ２とし

て、「日本はどっち？」や「日本と元の違い

は？」といった発問で焦点化を図った。「弓」

や「爆弾」といった生徒の発言から、生徒は

小学校での学習を思い出しながら日本と元の

戦い方の違いを考えることができたといえる。

そして、保元の乱や平治の乱、承久の乱など

の今まで学習した争いと元寇の大きな違いと

して恩賞がもらえないことに気付くことがで

きた。そこで、P.63 の表４を活用し「御家人

は恩賞がもらえませんでした。さて、どのよ

うな思いをもつでしょうか。」という発問を

行った。その結果、生徒は御家人が元寇後に

恩賞がもらえなかったことから因果関係で考

察を行い、「御家人の収入減」や「御家人の

生活が苦しい」「収入の不満」など、経済的

な困窮につながる「キーワード」を挙げるこ

とができた。 

また、御家人の生活苦を強調する資料とし

て、御家人が借金をしている様子を提示した。

この時に「御家人はいるのですが、この人で

はないのですね。こちらです。」と資料の中

の女性を指示した。生徒からは「えっ」とい

う反応があり、当時は女性でも跡継ぎになれ

 
図 17 生徒Ｂの記述（第３時・第四段階） 

 

図 18 生徒Ｂの記述（第３時・第五段階） 

第５時 モンゴルの襲来と日本 

【課題】「幕府存続の道を探ろう」 



 

 

たことに驚きを感じている様子だった。幕府

に仕える武士は男性という考えを覆す資料で

驚きを感じさせながら、当時の分割相続の説

明につなげることができた。その結果、女子

も土地を相続することができたことについて

の説明にも、「なぜ」と疑問をもつことなく

納得している様子が見られた。 

〇 第三段階 

この段階は「倒幕

の動きを防ぐための

方法」を考える場面

である（図 19）。歴

史的事象から教訓

を得ること、その教

訓を今の生活をより良くするために生かすこ

との重要性を認識することのできる課題であ

ると考えられる。このような課題に慣れてい

ない生徒たちは、非常に戸惑う様子が見られ

た。しかし、徐々に想像力を膨らませ、「御

家人の窮乏」や「北条氏への不満」、朝廷に

よる「幕府の政権」に対する不満などが原因

となり、幕府を倒す動きが起こったことに気

付き、これらの原因を取り除くことが幕府の

存続につながることに気付くようになった。

その結果、「東北地方や他国へ進出し」土地

を確保することを考えたり、「土地の代わり

にお金をあげる」といった方法を考える生徒

がいた。また、「北条氏の土地を分け与える」

という意見もあり、様々な人の不満が幕府を

滅ぼしたという因果関係を、「歴史的な見方・

考え方」を働かせて掴み、その解決方法を今

までの経験を基に考察していたと考えられる。 

〇 第四段階 

この時間も、小グループ、学級での意見交

流を行った（図 20）。活動に慣れてきた生徒

たちは、同じグループの意見や違うグループ

の発表との比較から、自分が気付いていなか

った考えを取り入れようと、気付いたことを

ワークシートにメモする様子が見られた（図

21）。 

〇 第五段階 

交流を踏まえ、個人で再度考察する第五段

階で、これまでの実践同様に友達の意見で参

考になる部分を取り入れ、自分の考察を深め

ることができる生徒が多く見られた。生徒Ｃ

も、第四段階の気付きを取り入れた考察をし

ている（図 22）。同じ活動を繰り返したこと

で、生徒が見通しをもって学習に取り組めた

ことや活動に慣れたことによる変化と考える

ことができる。このように、交流を踏まえて

再度考察する活動を繰り返したことで、生徒

はより考察を深め、自分なりの考えをもち、

自分の言葉で表現することができるようにな

ってきたと考えられる。 

 

Ⅵ 研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

(1) 複数の歴史的事象を大きなまとまりとし

て捉えるための単元構想 

第１時では生徒とともに「単元の課題」の

設定を行った。課題を解決するプロセスの第

三段階で、小グループで単元を通して追究し

たい事柄について考えさせたが、この時点で

は「鎌倉時代の武士や人物、文化を知る」と

 

図 19 考察の様子 

 
図 21 生徒Ｃの記述（第５時・第四段階） 

 

図 22 生徒Ｃの記述（第５時 第五段階） 

   

図 20 班での話し合いの様子 



 

 

いうことを挙げているグ

ループや「鎌倉時代を武

士中心にした人物を探ろ

う」といった課題を考え

る姿が見られた。まだ個

別の歴史的事象を取り上

げていく意識が強く、具

体的な歴史的事象を答え

として求める今までの習

慣が原因であったと考え

られる。そこで、古代の

まとめ（図 23）を確認す

るよう声がけをすることで修正を図った。そ

の結果、「武士はどのように成長し、武士中

心の国づくりに、どのように貢献したのか」

という課題で大きく捉えようとしている意見

交流や、「どのように貴族中心の政治から武

士中心の政治になり、国を支配していったの

か」といった課題を考え、平安時代と比較し

ながら鎌倉時代の武士による国づくりを捉え

ようとしている意見交流も見られた。このよ

うな意見交流から、誰のどのような政策が国

づくりに貢献したのかという点に視点を当て

た古代のまとめを参考に、個別の歴史的事象

にとらわれるのではなく、時代全体を見渡し

大きな流れを捉える意識をもって課題づくり

に取り組めたと考える。 

各グループの発表を基に、個別の歴史的事

象ではなく、「武士中心の国づくりに貢献し

たのは誰のどのような政策だろう」という複

数の歴史的事象を関連させて時代を大きく捉

える必要のある「単元の課題」をつくること

ができた。 

第６時で、生徒は「武士による国づくりに

貢献したのは誰のどのような政策だろう」と

いう課題に対し、個人で武士による国づくり

に貢献度の高い出来事を選んだ。 

その結果、全体では朝廷とは違う武士独自

の統治のしくみが成立したことを選ぶ生徒が

83%、封建制度の成立を選ぶ生徒が 64%、御成

敗式目の制定を選ぶ生徒が 73%となっており、

多くの生徒は幕府が成立していく過程を国づ

くりとして捉えることができていた。しかし、

元寇や後醍醐天皇の命による倒幕の動きを選

ぶ生徒も見られた。課題の解決に向け貢献度

の大きくない歴史的事象を選んでいた。その

後のグループでの選択の際には武士が登場す

る様子や元寇、幕府滅亡を選ぶグループは少

なく、しくみやきまりがつくられていく様子

が分かる歴史的事象に絞られてきた（図 24）。 

この結果、生徒は時代の転換の様子を的確

に掴んで表現しており、歴史的事象を大きな

まとまりとして捉えることができたと考えら

れる。 

さらに、授業後の生徒の感想を見ると、半

 
図 23 古代のまとめ 

 

 

 

図 24 生徒の選択とグループの選択

 
図 25 実践後の生徒の感想 



 

 

数近い生徒に複数の歴史的事象を大きなまと

まりとして捉える意識の高まりが読み取れる

記述が見られた（図 25）。 

さらに、政治の面から歴史を考える時に、

「きまり」や「制度」に注目するという考え

方に気付いた感想も２割ほど見られた（図 26）。

この気付きこそ、「歴史的な見方・考え方」

を働かせた結果であると考えられる。 

以上のことから、「多様な視点」を活用し

て「キーワード」を導き出し、それを基に課

題について考察を積み重ね、「単元の課題」

の解決につながる手がかりを見つけ出し、「単

元の課題」の解決に取り組む単元を構想する

ことが、複数の歴史的事象を関連させて大き

く捉え、歴史の転換の様子や時代の特色を捉

える力を育てることにつながったと考えられ

る。 

(2) 「キーワード」に着目して考察するため

の学習指導の工夫 

 課題を考察するプロセスの第一段階や第二

段階の取組の結果、生徒が学習課題に意欲的

に取り組む様子が見られたり、「キーワード」

を考えることができるようになってきた。 

 最初は資料を見ても「キーワード」に気付

くことができず、第２時では６割弱の生徒が

ワークシートに教師が導いた「キーワード」

しか記入することができていなかった。「キ

ーワード」を考えるためには、資料から必要

な部分を読み取り、そこから共通の側面を表

す言葉を考察しなければならず、生徒にとっ

て経験が浅かったからであろう。しかし、資

料を焦点化することで、どこに注目すると良

いのか掴むことができるようになったり、教

師の発問からどのような視点をもって考察す

ればよいか掴むことができるようになったり

して、徐々に自分の力で「キーワード」に気

付くことができるようになった。その結果、

第４時では、教師が導いた「キーワード」の

みを記入していた生徒が３割弱になった。資

料のポイントを的確に掴むために、提示や発

問を工夫するなどの、支援を繰り返したこと

で、徐々に考察することができるようになっ

たと考えられる。 

社会科を苦手としている生徒Ｄも、第４時

には自分で「キーワード」を考え、それを活

用して考察する姿が見られた（図 27）。 

 また、課題を考察するプロセスの第三段階

以降の取組の結果、最初はなかなか「キーワ

ード」を活用して表現できなかった自分の考

えを、１つの「キーワード」を活用して表現

できるようになり、その後は複数の「キーワ

ード」を活用して表現するなど、段階的にワ

ークシートに記述できるようになってきてい

る（図 28）。最初は、複数の「キーワード」

を活用することができないが、同じスタイル

での授業を繰り返すうちに、少しずつ「キー

ワード」同士を「歴史的な見方・考え方」で

繋ぎ、考察する力が身に付いたと考えられる。 

 
図 26 生徒の感想 

 
図 27 生徒Ｄの変化 



 

 

実践後の生徒の感想をみると、複数の歴史

的事象を大きく捉え考察するために、「多様

な視点」や「キーワード」を活用すること、

意見の交流などが有効であると感じているこ

とが分かる（図 29）。 

 

また、実践後の生徒のアンケートからも、

「キーワード」を活用して自分の考えをもつ

ことについて「よくできた」「できた」と答え

る生徒が全体の 97%を占めており、考察する

際に「キーワード」を活用することは有効で

あったと考えられる（図 30）。これらの結果

から、「多様な視点」を活用して資料を読み

取ったり、「キーワード」に着目して意見交

流を踏まえて考察したりすることで、自分の

考えを深め、自分の言葉で表現することがで

きるようになっていると考えられる。 

 (3)研究を通して 

 (1)(2)での成果から、生徒は本研究での実

践を通して、個別の歴史的事象に「多様な視

点」という光を当てることで「キーワード」

を導き出し、考察や交流を行った。これによ

り生徒個人の考察が深まり、自分の考えを自

分の言葉で表現することにつながったと考え

る。従って、本研究における歴史的な事象を

大きなまとまりで捉えるための単元構想と、

「キーワード」に着目する学習指導の工夫を

行ったことは、「歴史的な見方・考え方」を

働かせて課題を追究する生徒の育成に有効で

あったと考える。 

２ 今後の課題 

今回の実践では「複数の歴史的事象を大き

なまとまりとして捉える」ため、単元の再構

成を行ってきた。しかし、歴史的事象を大き

なまとまりとして捉えるためには一つ一つの

歴史的事象についての知識も必要であると考

える。そこで、今後は、「複数の歴史的事象

を大きなまとまりとして捉える」ことを伸ば

しつつ、「知識」の定着を図るため、双方の

バランスを取りながら単元の指導計画を作成

していくことが必要だと考える。

 

図 29 実践後の生徒の感想 
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図 30 アンケート結果 

 
図 28 生徒Ｄの記述の変化 



 

 

 


